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学会録事

1. 日本藻類学会研究奨励賞推薦委員会委員選挙の結果

日本部類学会研究奨励賞推関委員会委員選挙 (任期 :2011 

年 l月1日----2012年 12月31日)を 2010年 12月2日----12

月17日にかけて笑施した。2010年 12月20日(月)に開票

が行われ，当選者の承諾を得て以下の 5名の委員が決定した。

また，規定により，最多得票者である川井浩史氏が委員長に選

出された。

川井浩史(神戸大学)委員長，~ljl谷充伸(福井県立大学)，北

山太樹(国立科学博物館)，寺田竜太(鹿児島大学)，本村泰三 (北

海道大学) (敬称11耽順不同)

2. 自然史学会連合

2010年度自然史学会連合総会 (2010年 12月4日:国立科学

問物館資料館)が開催された。

1-1. 2010年 12月4日現在，加畑団体は 39学協会。

1-2. 2010年度事業報告: 運営委員会を 5回開催。博物館

部会を21旦|開催。ホームページ。講演会 .平成22年度自然史

学会連合講演会「東北の豊かな自然: ワンダー イン イー

ハ トーフコ ([1/28，岩手県立博物館)，特別部i演会「博物館広

域ネッ トワークの先行事例としての西日本自然史系博物館ネッ

トワークJ (前師は波戸岡清111孝氏，12/4，匡|立科学博物館分自由

資料館)。その他:地方分権改革推進委員会による博物館法改

正(改悪)の動きに対し反対声明を提出;第2回シンポジウム

「共生の恵みーナチュラルヒス トリーの視点から一J (7/24，国

立科学博物館新宿分館)を藤原ナチュラルヒス トリー振興財団

の後援を得て開催。

2-1. 2009年度会計決算報告および監査報告 ・報告の後，承

認された。

2-2. 2010年度会計経過報告 :報告の後，承認された。

3-1. 2011年度事業計画:自然史学会連合前演会， NIIが行aっ

ている学協会情報発信サービス停止に対する対応，博物館部

会問題検討委員会。説明の後，承認された。

3-2. 2011年度予算案 :説明の後， 承認された。

4-1. その他 :学術会議会員・連脱会員の候有Ii者情報提供依頼。

ロレックス貨の紹介依頼。「自然史・古生物学と生物多様性教育」

の紹介。来年度の運営委員会 ・総会の会場は中央大学にて開

催予定。迎合の活動のあり方について。来年の総会で次期代

表の選挙を実施。

3. 日本分類学会連合

日本分類学会連合第 10回総会および第 10回シンポジウム

が 2011年 1月8日および9日に国立科学問物f!1'i分自13で開催さ

れた。

<報告事項>

1.現在の加即団体は25団体である。2010i l~度活動報告.第

22巨|役員会 (1/8 ， 匡l立科学博物館分自f~)，第9凪総会 ・第9

回公開シンポジウム「生物地理学の未来を考える J (119，国

立科学博物館分的)， 1::1本生態学会第 13回公開制演会「なぜ

地球の生き物を守るのか?ー生物多様性条約がそ"る自然の制li

値J (1=1本生態学会主催，3/20，東京大学安田融当りの後援，

COPIOプレ・コンフアレンス(環境省，生物多様性科学国際

共同計画 -DIVERSITAS-，名古屋大学主催， 3/21， 3/22，名

古屋大学東山キャンパス盟国講堂)を後援， GBIFへの日本の

拠出金要望書の提山 (711)，藤原ナチュラルヒストリ ー振興財

団第21E!]シンポジウム「共生の恵み ーナチュラルヒストリー

の視点からJ (藤原ナチュラルヒス トリー慌興財|主|・ 匡l立科学

博物館主催，7/24，国立科学防物館前盆)を後援，第23回役

員会 (8/9 ， 匡|立科学博物館分f!\~)，GBIF匡|内ワークショップ「生

物の学名と和名は何故ややこしいのか :生物多様性情報探索の

キーJ (GBIF日本ノード委員会主催， 12/12，匡|立科学博物館)。

2.ニュースレター:第 17号 (611)，第 18号 (11/30)を発行。

3.ホームページ:公開シンポジウム要旨，ポスター，ニュース

レターなどを掲載。4データベース :日本産生物腫名リスト作

成プロジェク卜会議を開催 (9/24，東京大学)05.メーリング

リスト:会員数は 938名， 1年間に 30名増。

<審議事項>

l. 2011 年度広報山版委員会委員の選出について諮られ承認さ

れた:佐々木杭智(委員長， Web)，富川光(ニュースレター)， 

海老原淳 (データベース)，川田イ小一郎(出版，命名m約)，三

中信宏 (メーリングリスト )02.2010年度決算(一般会計，

特別会計)，会計蛇査報告について説明の後，承認された。3.

2011 年度事業計副 :以下の事業について説明があり，承認さ

れた:2011年第 10回公開シンポジウムの開催 (1/8，1/9，国

立科学博物館分館)， 2012年第 II回公開シンポジウムの開催，

ニュースレター ]9号，20号の発行，ホームページ (NlIのサー

バー停止が予定されており，民間サーバーへの移行を検討す

る)，データベース(種名 リス トデータベース初版の 2012年

度発行を向指す)04.2011年度予算:予算案(一般会計)に

ついて説明があり，承認された。

[シンポジウム]

シンポジウム 1(1月 8日):日本の分類学の現状と展望

1. '原生生物分類学の現状と展望」中山 剛(筑波大学)， 2.'円

本の菌類分銅学の歴史 ・現状 ・展望」利|矢 問u(国立科学博

物館)， 3. '植物分類学に対する期待」 加藤邪啓(国立科学博

物館)， 4. '1::1本の魚類分類学:現状と展望」矢部術(北海道

大学)，5. 'ゲノムベースの分子系統学に向けたささやかな試

みと系統と分類体系の問題 :ショウジョウパエ科の場合」 戸間

正憲(北海道大学)

シンポジウム2 (1月9日):遺伝子で記述する生活史形質の



多様性

1 'ゲノ ム情報から生物間相互作用に関与する遺伝子に迫る

植物 ・微生物間相互作用を例に 」吉田健太郎(岩手生物工

学研究センター)，2. '植物の分布 と適応:ゲノムが語る低地

と高地の形質分イ七」森長真一 (東京大学)，3. '多様な生活史

形質を決定する遺伝子の探索 .非モデ、ル生物で、行う 多種|剖比

較オミクス」奥山雌大(国立科学博物館)，4. '絵かき虫の辿

伝学・餅とする植物はどのように決まっているか」大島一正(基

礎生物学研究所)，5.'共生微生物が引き起こす昆虫類の多様化.

その分子機梢にせまるJ細川貴弘(産業総合研究所)
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4. 海産外来種研究委員会アンケート調査実施

当学会も参加している海産外来種研究委員会(詳細は「藻

類J58巻 l号および 58巻 2号の学会録事を ご覧下さい)で

は，我が国の海域の自然環境を保全するためにも，外来生物に

関する全国規模で、の広域かっ長期的な変動を捉えられる情報

の定期的集約が必要と考え，アンケー ト調査を実施しました。

集計結果は尊門家による レビューを経た上で公表される予定で

す。この件に関するお問し 3合わせは学会事務局までお寄せくだ

さい。

会員の電子メールアドレスの登録
そのアドレスによる会員への連絡について

表記につきまして， ，~~~~翼 J 58巻 2号の色紙頁にご案内を掲載しま したが登録をするおつもりでお忘れの方もいらっ しゃる

と思います。つきましては ，藻類J 5 8 巻 2 号の色紙頁をご1i~ldただき ， 電子メ ールアドレス登録を希望される方は登録をお願

い致します。

日本藻類学会事務局

E会員のページ3|
安海藻標本のご寄贈に感謝(科博)

国立科学博物館では大型藻類標本室 (TNS，つくば市)では，

海藻標本の寄贈を歓迎していますが，昨年末，横漂白孜布l氏(横

浜清風高等学校)より，女川産海藻標本 249点を寄贈してい

ただきました。この場をお借りして御礼申し上げます。

(北山太樹)

大藻類研究者に会いながら世界一周

フランスの藻類研究者 Anne-Ga邑11巴 Jacqulinさんが，誌類

研究の “ホッ トスポット "を巡る興味深い世界一周旅行をし

てます。'TheAlgonauts Road projectJとj直したプロジェク

トで， 世界各地の先駆的な藻類研究者を訪問し， 藻類の利用

や普及，環境問題に関する様々な取り 組みや課題についてイ

ンタビューするのが目的です。旅の様子と訪問先は，日記形

式の特設サイ トで順次公開されています。

昨年末に日本訪問を終え，長崎大学，東京海洋大学，匡l立

科学博物館植物研究部，株式会社海藻研究所を訪問した様子

が公開されま した。藻類学会会員の方のお顔も見られますの

で，関心のある方は下記のサイ トをご覧下さい。韓国や中匡し

マレーシア，インド訪問の様子も公開されており，匡|際学会

でお会いする方々も登場しています。 (編)

訪問記のサイ ト (ブログ)

http・//rout巴desalgonautes.wordpr巴sS.com/

藻頬研究者を巡る世界一周のサイ ト (プロジェク トの趣旨等)

http://www.algonaute.conゾThe_Algonauts_Road/I出1巴rary.htn廿

*奄美のキリンサイ料理

九州南部や南西諸島は，

他地域と異なる海藻食文化

が見られます。キリンサイ

類は一般にカラギーナン原

藻 として海外で養殖されて

いますが，宮崎県 日南や熊

本県天草，鹿児島県奄美大

島，沖縄県などでは煮固め

たり，海藻サラダ とし て食

べられています。

最近では届頭でキ リンサ

イ原i誌を見るこ とが少なく

なりましたが，奄美大島の

小売屈で販売 していたので

早速購入しました(写真上)。

奄美ではキリンサイ類を 「し当

き、す」と H予んでいます。テ

ングサから寒天をつくるよ

うに煮溶かして鴻す ことは

せず，そのまま冷やして固

めます(事前の異物除去が重要)。これを味噌I漬けにしたり，

酢味噌であえて食べます(写真下)。独特の風味はくせになる

味です。最近はl床11普漬けを土産物としても販売していますので，

奄美に行かれる際は是非探してみて

はいかがでしょうか。 (寺田竜太) .ii件。




